
表ー 8 地方自治体の空中消火器材保有状況

都道府県 管曜絡先

_____________ 有_____器_______«______

散布器材 混合機 貯水椚 沼火墜剤

秋田県 秋田柴林玫課
2

(パケノト)

2 6
(5 0 0 の 5トン

岩手県 岩手県消防防災深 1 7
(水のう700の

4 4 
(2.5 0 0 の

5.1トン

栃木県 栃木県造林課
7

(パケット)

2 
(スムーザー) (2. 5 0 0 の 5. 4トン

群馬県 群馬泉治山造林誤
3 ,

(水のう7 0 〇^.)
1 1

(2,5 〇 〇の
2. 5トン

千葉県 千葉県消防防災疎 8 •：
(7140 5 2.0 0 〇 £.)

8 8
(2.5 0 0 の 6トン

埼玉県 埼玉県消防防災踝
4

(水のう700の
1 1 

(2.5 0 0 の 4.2トン

山梨県 山梨県消防防災疎 4
(水のう7 0 0の

1 1 
(2, 5 0 0 の ! 〇 bン

3
(水のう7 0 0の

1 
(スムーザー)

3トン

静岡県 靜罔県消防防災線
3

(刼う7 0 0の
1

(スムーサJ)
3トン

広島県 広島柴消防防災課 1 2
(水のう7〇〇の

4 5
(2.5 〇 〇 の

3トン

愛知県 未
1

定

注:1.スムーザー:混合機と貯水槽が一体となったもの。

2•保有状況は,昭和4 9年度末であり,昭和5 0年度以降更に各弘等作配 

備される予定。

林道法面緑化施工跡地の 
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I｛試験目的

•林道祀の彩出3につれて,全国の冬救立池環境のもとで法而開設:が進展しつつあるが,通行の安 

全花保,林地保全,景硬保^,自然促,西などと国連し,法面の早期かつ働的な安定孫化力唆く 

哎謂され,詳逆域の立地環境に逆応した“!化工法の改善,第宠が緊姿な河となっている»

椒i法面の,ことに切土炯などで比项斜カやるしく急なため,薄屈土じょ法面,倨悪,乾巍 

法面左どが多く現われる°したがって一一役の荒仄山股にくらべて,楸生の発生,生育にはかなり 

きぴしい地況条件を生じ,療イ形成の邸:性きたすところも少くない。

このようなことから,立地条件別,拖エ条件別等の浦袤因と,緑化形成状況ならびに導入植物 

と周辺植物との【野保等!<ついて訓査し,杯道法面にわける緑化工技術の改善,開死K資するもの 

である。

lli試験経過と得られた成果

I・爾査地およぴ調夜方法

林道法面您むける抹化形成状況に闫する洲岌订料は性だ少ないので,気候,地質,地沉など 

環境の異なる広い地域にわたる講査カ:まず必洩である。本調査で枝緑化形成,推移の実態を把 

握するため,経年的な源化Z取!Zがみられる地^の一部として,冷温帯下部から冷温帯上制賊まで 

遠続的な開没法面がみられる梅カ森林道(高知営林若管内)と,暖沮带上榔から冷温帯下部の 

低山带域にある長九郎林道(河津営林碧凭内)について検討した。

現地洲査にあたり,立J也的要因に関しては,標高による植物分布区分力常えられる林道では 

ほ任これに準じた区分やそのほか土じょう(設届土質ふよび切土,盛土 ),法面方位,瞬接林 

況などの区分も考えられた。施工釜件については施工年次別の調渉面が求むられる.1う田し 

た。

法面植生の諏査では,一段に!だ導入植物による草木植没が形成されている段常なので,法 

面内に1X】(m )のコドラートを】〇個ていど投け,全植物,木本ff(物,草本植物および迎 

癫Uにそれぞれの被度(め)と種類^生育高などを潴定し,既度と頻度による優占度( C. F 

あ),あるいは賦度階級にとりまとめて検紂した〇法面に隣接した周緑植生については5X5



(m)〜10X10(m)のコドラートによってその構成状況を渕らべた〇また法面阔遇に谷 

ける海入杠物類の生立状淀;てついては,法面上隸およぴ下採から出現範囲まで1X1(m)の 

コト・ラートを踏してとり,路面両側部については,法面翊からlX5(m)のコドラートを 

路側にそって没け,法面外における分散状況を瀬した。

な公,粒法面における緑イ日!法は,嫌械飨入が容易なため,能率的な關子吹付工が一段に 

定落しているが,本调查地域の緑化工法もすべて鶴子吹付工が行なわれたところである。

2,調査結果

2-1瓶カ森林道

2-1-!毬地湫

戚カ森林道は,高知営林吋が昭和4 3年度から族エQS手し,石湖スカイライン終点の 

土小屋から,よさこい綽,しらさ練,氷見2千石原入口,慮力森南東山腹から西・東黑森 

山,伊予富士’等をむすぶ山腹をめけ,国道19 4号線の寒風山トンネルの南側’て至る26.6 

Kmにかよぶものである(図ー1)。このうち,土小屋〜瓶カ麻の氷見2千石原入口までは 

一般にも閒放‘されていろ,

調後間の槻高は110 0mから17 0 0 m附近にあリ,植物分布帯からは冷あ帯下遍 

附近から冷也帯上郡にわたっている。四国地方の植物分布については詳しい調査資料がい 

くつかあるが,これらによって石鶴山系坡にみられる植生の後婆をみると次のようである。

この地皎の履沮帯植生域は馈髙1〇 〇 Om附近までで,これから上部の10()〇〜1200 

m前後からはブナが次第に多くなり,冷理带域Iて移行するが,さらに17 0 Omをこすと 

シコクシラベカ徃ずる冷温帯皴となる。

この間のプナ帝域のうら10 0 〇〜13 0 0m域は暖帯上部から冷温带に変る移行帯の 

m生かみられるところで,モミ,ツガの混生や,スギ,ヒノキの人工林も拡がっている。 

林内にはシ口モジ,カマツカ,リョウブなどがあり,林床作はスズクケの拡がるところが 

多く,戒本胸には,コカンスゲ,カンスゲ,イトスゲなどが多い。

ブナ林Kは冷温带城の二次林として生立するミズナラ林があるカ:,1 3 0 0-1500 

F域の土小羅〜しらさ峠附近にはこのようなミズナラの侵占した林地が生立している。林 

内にはイヌシデ,コク・ソミネパリ,ヒメシャラ,ナッツバキ,コハウチハカエデなどが混 

生しているが,これは潢次ブナの極相林に彩行するものである〇下床にはナガバモミヂイ 

チゴ,ニガイチゴ,シロモジ,ノリウツギ,ニシキウツギ,リコウブなどがちるが,ヤマ 

ブト・ウ,クdズルなどのつる枯徳は,帯髙の低い二次林の林冠部や,冰緑切物のなかでかな
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リ多く生じている。

また,1500mていど以上のところでは,南斜面などの日当りのよいところに,ウラ 

ジロモミの俊終なところがるらわれる。また,ブナ林の林床挑生の特该以ササ須の多いこ 

とで,恩お地や枯雪の少ないところではスズタケが生じ,舟高の高いところではイシヅチ 

ザサが全面的に拡がっている。

本詡査林道は療高11〇 〇 m〜17 0 0 mの範囲にあり,植物分布荷からは,前述のブ 

ナ帯全域にわたっている。调査法面について標高娜によるちがいを,上流の松生状況に 

準じてみれぱ,ほぼ2 0 0 mごとの区分となるが,これによる现地にむける課充法面位旌 

を示めすと図一2のようである。また,降水崎が多く,关りや霧の多い地域であり,法面 

方位によるちがいはあ理り紐察されなかったカ:,8方位によって区分された法面について, 

一応N倒,S側別のとりまとめも行なった。心、海法面の波/2J地質ならびに土質は,•虹 

1〜18附近•までは,砂岩,頁岩類を基岩とするものとみられるカ;,法面汲土は一殺に産 

雑状斜面の切取面物よびその下方斜面にあたる感土面が大紀分で,表土は編まじり粘性土 

をなし,盛土面ではかなり大士い角・や低石の浮き出たところもある°法面侦斜は切•土師 

では4 〇度～60度をしめし,当土面ではほ;で3 5度〜イ 3度であるc法面、!0.2 〇〜2 8 

附近では,切土表血はやや便い黄褐色ローム質地絵をなし,盛土面は枯性土〜璨まじり粘 

性土である。

掐エは昭和4 3年度〜4 9年度に力けて行なわれているが,法曲実福工は表一1のよう 

に実施されている。すなわち昭和4 6年〜4 9年度には既您工法の低ぼ全般にわたって追 

掙カ行なわれているので,現況の緑化形成柄物找,新らたに導入された極須か優占的に生 

立しているところが多くなっている,庭土面では初期導入那てよる緑化が保たれていると 

ころがある。

2 ー】ー2 法而周縁栖生

この地板の柩生分布の制況は前項公よぴ図ー2のようであるが,調査法而の周縁都にみ 

られた林緑植生を含む植物の任制fl成は表一 2のようであ瓦

商松nでktリョウブ,ヨダソミネバリ,ヒメシャラ,タラノキ,ブナ,ダケカンパ,ヤ 

マモミジ,ミネカエデ,ナッハセ左どがみられ,ブナ,ダケカンパ,ヨダソミネバリ,り 

ョウブなどカ:上匏域まで多く出現ナる。ヌルテ,ホオノキ,ハゼノキ,フサザクラなどは 

中部成以下にみられるが,ウラジロモミ,コウチハカエデなどは中邵〜上徳城にわたって 

いる〇

72

図ー2 调査地の概況(瓶ヶ森林道)

憂占就 林道•糾表地位置
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a-I 施工年次別実播内容(瓶力妹林道)

拘エ年次 44 45 46 47 47 48 49

調充地・北
2 4 〜2 8 19～2 3 1 9 〜2 8 1 6〜2 8 

1〜Z
3〜5 1 6〜1 8 6〜15

導入程子
(K«Z ! 〇 〇 〇 ば)

20 2 〇 2 〇 20 20 20 20

K . 3 1 F . 10 10 10 8 9 8

W . L . G . 5 7

P . R . G . 2.5 1.5 2 2

K . B . G . 2.5 1.5. 2

Wh C 4 1 3

T im 3

R C •• 2

R T 4 3

C R F 2 4

〇 G 8 8

ヨ 'モ ギ 2 6

ス ス キ 6

イタト・り 3

施 肥 髭 N. 24 2 4 24 24 24 2 4 2 4

成 分 扭
( )

卩2〇5 16 16 16 16 16 1 6 16

K/1 0 0 Om* 版〇12 12 1 2 1 2 1 2 1 2 12

表ー2 周縁植吿

7
礒解・分 績占度 當在® 一俊占区分 優占度 匹在些

秘・類 1 2 3 1 2 3
稲疽酸

1 2 3 1 2 3

り 3 ウ ブ 6 4. 4. 皿!!皿 タマアヂサイ 4. 〇. I I
ョグソ ミネバリ 4. 2. 〇. ff I I サルトリイバラ 3.1. I I
ヒ メ シャラ 3.1.〇, I I I コウヤボウキ 3. I
ク ラ ノ キ 4, 〇・ 〇. I n【 ミツバウッギ 3. I
ブ ナ 1 26 23. i n ni ウ ル シ 1. I
ダケ カンパ 1.3. 8. i i皿 コメ ッツジ 1. I
ヤマ モミジ 〇• 4. 3. n n r シャクナゲ 1. I
ミネ カエデ 〇• 〇・ 〇. r i i ウ ツ ギ 〇. 11
ナ ッ ハ ゼ 1. 〇. n i ナガバモミジイナゴ 〇. 1. I ■ r
ミ ズ・ キ 1.も n i ツルアジサイ 〇. 〇. I I
ハ ゼ ノ キ •1. n ニシキウツギ 〇. 〇. I I
ホ オ ノ キ 3. ii タンナサヮフタギ 1. I
フサ ザクラ 1. i ス ス キ 1.2.10. u n n
オオイタヤメイゲッ 1. i ウ ド L 〇. 〇, H I I
ヌ ル デ 1. ii ミヤマカンスゲ 〇• 〇•1. i i i
モ ミ 12. 6 n i ジュズスゲ 〇• 〇・ 〇, i i i
コハウチワカエデ 11.1. n i ヨ モ ギ 〇. 〇・ 〇. i i i
サヮ クルミ 6 〇, i i タカネオドギり 1. 〇. n i
ツ ガ 3- 3. u I シ ダ 1.1. n i
イ ヌ シデ 3. 〇. i i ノ ア ザ ミ 〇・ 〇, i i
ナナ カマド 1,1. i I ヤクシソウ 1. i
キツネヤナギ 3. n トリアシシmウマ 〇. H
イタTrカエデ 3. i ヒヨドリバナ 〇. n
コミネカエデ 〇・ 〇. i i タケニクサ 〇. i
オオバ アサガラ 〇. i ペニバナボロギク 〇. i
ヒ メ_ コ マ ッ 〇. i イ タ ド リ 2. 2. n n
イシづ,チザサ 11.36 4 3. n n v ヤマハッカ 2. 2. i I
シ モジ 9. 6 〇< N DI I テキリスゲ 〇. 2. I n
クマ イチゴ 4. 6 〇, N 11 I ミカエリソウ 〇< 〇, i i
ノ り ウツギ 4. 2. 2. n n n ヤマシロギク 4・ I
ミツバツツヂ 3.】• 〇. i i i ヒメトラノオ 3. i
— ワ ト コ 3• 〇・ 〇, u u I オタカラコウ 〇・ i
ツ ッ ・ジ 8. 〇・ i i アキノキリンソウ 〇, i
ノ イ バ ラ 3. 〇. i r •キ オ ン 〇. i
バラ イチゴ 〇. 〇. i i タ 二 ソバ 〇. i
フジ ウツギ 4. 〇. ii i '; 1 ___________



低木類ではシロモジ,ニワトコ,ミツバツツジ,クマイチゴなど力陰域的にみられ,イ 

シヅチザサは上瓠域に至るにつれて全面的に拡がっている。フジウツギ,クマアジサイ,ウ 

ウツギなどは中靱以下に,ニシキウッギ,ツルアヂサイ,ナガパモミジイチゴなどは中部 

郃域以上にもみられた。

草本類ではススキ,ヨモギ,イクト・り,タカネオトギリ,ミヤマカンスグ,ジ"ズスゲ, 

など以全壊的にみられ,ヒヨドリバナ,卜りアシゴウマ,ベニバナボロギクなどは下部域 

に,ヤマハツカ,テキリスグ,アキノキリンソウ,キオンなどは中部域から上部域に多く 

みられた。

2-1-3 法面植生

法面の施工年次わよび卖播内容は第1表にしめたが,これによると既施工法面に対する 

補修カ賴極的にくりかえして行なわれたことが知られる・が,経年別の撈入植物はかなり異 

なっている。初期施工による血2 4〜2 8区お、よびい9〜2 3区で四:,昭和4 6〜4 7 

年に,10.16〜】8区は昭和4 8年に改修施工が行なわれている。したがって,冋ー施工 

条件における経年別の緑化推移について+分解折しうる資料にはなら女かった。以下綢查 

法面について,標高,方位,掘工年次辱を考慮しながら,切土»•盛土区分別に,緑化形成, 

侵入柚生状況等についてのべてみる。

1)標高と法面禄化形成

(I)切土法面の緑化形成

調査法面のうち標高110 〇〜13 〇 Om城の植物翎類組成は衣ー 3のようである。

導入穫ではオーハードグラス(〇 • G )が最も旺盛で,ケンタッキー 3Iフェスク

(K • 31F •),ペレニアルライグラス(RRG.)がところによって混生している。

4 7年匯施工地では〇.G ・が多く用いられたことによるが,法面土じょう力:粘性土 

で湿度条件もよいことキしめすと思われる。侵入年執tジュズスグ,ミヤマカンスグ, 

ヒカゲスゲなどやトリアシショウマ,ザヮヒヨドリ,タケニクサ,ウド,ヤマアザミ 

などの草本類のぼか,木本類ではヤナギ類,リョウブ,クマイチゴなどがあり,イシ 

ヅチザサが周辺88から侵入しはじめている。

1 3 0 0 — 1 5 0 0 m域に時ける種類組成波は表ー’4のようである»虹2 3〜2 8 

区の法而では,レフドトッフ"(R・T・)の侵占する法面が多いが,K . 31.F ., 

クリービングレノドフェスク(C.R.F.)はR.T .の旺盛な法面と区別される。法面 

汲土はやや硬いロ ーム質粘性土のため,滑落部分は裸地状忙蹈出しているところもあ
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表ー 3 切土法面植物

(稼高別 L )
そ 施工年次!

4 8
…ー施工年次

47 48注延
4 7

1 2 3 "4 1 2 3

〇. G. 30 40 20 40 ヤマハッカ + 1

K. 31. F. 30 30 ヤマアザミ +

導 K. B. G. + 50 オオバヨメナ +

W. L. G + + ノコンギク +

入 Wh. C. + + 侵 タ二ソバ +

R・ T + キバナハタザオ +

種 P. R. G 30 10 テキリスグ +

(スス キ) + + トラノオ +

(イタドリ) + 入 ジシバリ

ジトズ スグ + + ヤナギ + + +

ミヤマカンスグ + + リヨウブ + 10

侵 ヒカグ スゲ + クマイチゴ + +

コヌカ グサ + 稲 ノイバラ +

入 ヤマト5> ノオ + イシヅチザサ 10

トリアシシ'»ウマ 10 ウコギ 10

稲 タケニ グサ + + キッネヤナギ +

ウ ド + ウツギ +

サヮヒe1ドリ +



表ー［切土法面植物

77や 

類 養
14 1 5

1 R 49
4 6 17

2 4 25A 2 5B 26 27 A 27B 28 2：： 5 6 7

R . T 90 1 00 9 〇 90 60 8 〇 +

咨 W h C + + + + + +

K 31 F 9 〇 ! 〇 + 60

〇 ・ G + + 2 〇 ! 〇

入 C R F 5 〇 ! 〇 1 〇

T im ! 〇

( ョ モ ギ) 20 + + 50 +

従 ( イタド り) + + + + + +

( ス ス キ) + + + +

ヤ マア ザミ + + +

テ 玲り スグ + + + +

侵 ク カネオト ギリ + — +

才 タカシ コウ .+ +

イ シヅチ ザサ +

ブ タ ク サ +

コ ウゾ リナ +

入 ヒ カゲ スケ +

ヤ マトラ ノオ +

ジ ユ X スデ +
ベ二パラボロギク +

ミ カエリ ソウ +

穂 ウ ド + +

y キ +

ミ ヤマタ= ンパ +

78

(標商別2.)

—英エ, 4 4 4 5
4 C 1 n

種 4 6 4 7
4 〇 rコ

類、既 戒 24 25 A 25B 26 27 A 27B 28 23 5 6 7
ヽ

カリャスモド キ +

ヤ マ ノ、 』、 コ +

オ オ バ コ +

ミヤマカンス ゲ +

タ 二 ソ バ +

イ メ タ デ +

ムカゴイラク サ +

テンニンソ ウ +

キッネヤナ ギ + +

ノ イ バ ラ +

シ O モ ジ + +

入 クマイチ ゴ +

タンナサワフタ ギ +
ヒメウッ ギ +

ク ロ ヅ ル +

ダケカン パ +

タ ラ ノ キ + + +

ヤブウッ ギ + +

種 ア カ シ デ +

ニシキウツ ギ +

ノリウッ ギ +

ミ ズ ナ ラ +

ガクウツ ギ +
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表ー 5.切土法面植物

7 •1S 4 7

4 94 6 4 7 48
裁 19 20 21 2 2 16 1 7 1 8 8 9 ! 〇 11 1 2 13 11 1 5

R ・ T 60 6 〇 ? 〇 7 〇 20 8〇 + +

科 W L G 5 〇 7 〇

Wh C + + + + + + + +

入 C R F 4- + 1 〇

K 3 1 F +

秘 T i m + + 3 〇 1 〇 20

〇 • G

( 3 モギ) + + ! 〇 30 30 5 〇 80 7 〇 5 〇 10 3 〇

( ス ス キ) + + + +

( イタドリ) 1 〇 1 〇 2 〇 + + 20 + +

ス カダサ 20 十

ミ ャナ タチパナ + + + +

侵 ミ ヤマ カンスゲ + + + + +

才 ォパヨメナ + + + +

才 ソ イ + + +

ジ ユ ズスグ + 十 + +

ヒ ヨ1•・リパナ + + +

ク 二 ソ バ + +
入

テ キ りスず + +

シ コク ハタザオ + +

アキノキリンソウ + + +

夕 カネ オトギリ + +

ヤ マ スカボ + +

種 ウ マ ゴヤシ +

キ ツ リフネ +

イ ヌ タ デ +

—8〇 —

0:瓯別3_)ふ 4 5 4 7

4946 47 4 8

1 9 20 2 1 22 1 6 1 7 18 8 9 1 〇 11 1 2 J 3 1 1 J5

侵

入

種

ヒメガンクビソウ 

イシズチザサ 

ムカゴイラクサ 

ギンパイソウ 

ニワ ホコ り 

ナガパイラクサ 

ヒナノウスッボ 

フジクDソンノウ 

7•カ ザ

ヤマノ、ッカ 

ヤマシロギク

•

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+ +

ニシキウッギ

エ ノ キ

タンナサヮフ9ギ

キツネヤナギ

ヤ ナ ギ

ガクウツギ

ッルアジサイ

リ ョ ウ ブ

ミツバッツジ

オニヒョウタンボク

ツタウルシ

マ ユ ミ

ブ ナ

コックハネウツギ

ョウラクッソジ

+

+

+

+

4-

+

+

+

+

+

+

+

限

+

+

+

+

+
1

+ !

—S 1—



勢

田・

耗

I — I 1111 — I 11111111 I I I I I

3 n 一 I

— n = N日日二=

弱

旬

倒

CO 0000000 OC 000 〇© 000 ©〇 〇 〇

Z 〇 〇 〇 〇

I 〇 e 〇 co 〇 つs

4米女<\ 、冬手,4マ=>卜氏4亠わ4 

ミ飞・ — ? 年、トいへミ 

可」ヾふ’卜 g へ｝

7 ゝ ～、 ト、、 ‘く、切一心M 
・卜 ド、己4不汰;-:

卜 !J ・ゝ,を,卜4・ゝ1| 土折U ムマ代

今料な卜h 4七

’トハ・,
や冬 4 ヽ

ゝ +» v n
m ヾ

、» f

・ マなn机、4

§

出

挫

E I I日1 日 I = n u N 目= II=I = II

Z m 日 ユ s a mam n I 日==1

1 >日日日日m s日 mmnn = = H = nm：=iu

負

秘

6 6 0 0 8 ふIマ 〇ヾM 000000010 -

CM Z 8 c Z m 〇 〇 8 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一 ,い 〇 〇 E 〇 Ei —— 〇 〇 〇 00 〇© 0000000

I
—

C5fc.OOCC>t-&-

•: q 8 h . u E
q —

O=mMMdHCjE-

**x >**> Z*s 

衣n * 

可:甲 

Kマm 
*w* >-* ****

4、’4 丄・< へ松ス4 +? P
K J K > ヽ»\、ベ、,

、 、m トヾ
X欠=•卜 ・,我く u ミ

> it ' 亠:ヽ
4レ+ヤ 木ベ r•く、「A

» ,“ 4 キ 4 «\ k n や魅や亠

涛 < ® 瓯

— 8 2 —

伺

I I I I I I I I I I I

I I I n =; 一 I I I I I

=

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 •

*

汰

4

’七 

ヽ

A
* 

ヽ

II

*

ヽ

<5

ゝ

决

k

ヽ

公

屮

〇

ふ

>

ヽ

4

卜

十

* 

汰

n

ヽ

七

次

ヽ

n

ミ

ゝ

〇

卜

«

卜

い 

氷

X 

"/

•<
ヽ

X

気

ヽ

点

fr

ヽ

H

*

ヽ

ヽ
•/

ヽ

り,

•:S 
ヽ 

ヽ 

ヽ 
い

m

・〃

ri

宁

ふ

ミ

も

ヽ

•K

卜

Y 墨

I = I I I

I I I = I I I I I I I I I

« D =： = 目

〇 © 〇 〇 〇

〇 〇 © 〇 〇 〇 e 〇 〇 〇 © 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 © ©

n
•/ 
ヽ

ヽ

»

n

X 

m

〇

4

を
0

ノ
\

卜
•Zヽ

ヰ

ヽ 

な

X 

n 

ヽ

心

K

や

乂

上

ヽ

亠

n

*
4 
太 

*
•R 
*

•Z \

11
*
け

ヤ
F

4 

も 

K 

V

如 

0
1、
V 
h 
欠 

V

4 
n 
卜 

我 

ヽ 

太

ヽ

X 
H
X
卜

4、 

ゝ

h

*
X 

屮 

K 
や
n 

代

n

ヽ

く

b

朽

も

卜

ゝ

ゝ

n
H
箕

り/

* 

卜

H

•Z \

大

*

V

X

せ

— 8 3 —



る。施工年次の早いところではススキ,ヨモギ,イクドりなどの草木の役か,木本類 

ではタラノキ,アカシデ,ニシキウツギ,ヤブウッギ,ガクウッギなどがみらnる。

花5〜6区では導入縄がK 31F, GGが主であるカ;,成6区では在来报物として導 

入したヨモギの稚苗が生立している。施工後経過,別間が浅いので從入植生は殆んどみ 

られない。

次に15 0 〇〜17 0 0 m域における穂類紐成は表一 5にしめした。4 5〜4 8年産の宪 

商地区ではRTか多く,ことに戚16～】7ではウィーピンタラプクラス(WLG )も 

かなり残存しているカらこの地域では何茂の多い法面であるが,土じi 5も保持され 

ているため,残存帕物はかたり良好な生育をしめしている。

■2 7C, 4 9足度kt従来の外来緑化工用あの使用がひかえられ,外来草はチモンー 

(Tim )がかなり用いられたていど杞すぎ東いが,在来植物のススキ,ヨモギ,イタ 

卜・リなどは全面的に活用されている。鯉賽した晾(4 9年9月)のこれらの生育為は 

まだ3〜故mていどのものがほとんどで,冬期以降の適保喪機能Kはか左り不安が 

うかがわれた。侵入植物は施工年次の古い法面ではヒヨドリバナ,コヌカグサ,木本 

類ではタンナサヮフクギ,ニシキウツギあどの生立がみられ,施工の新らしい法面で 

はアキノキリンソウ,ミヤマカンスゲ,オオバヨメナ,タカネオトギリ左どがみられ 

た。これらは法面に梭存しな株&含まれるものとお•もわれた。木林ではリヨウフ: 

マユミなどもみられる。

以上の切土法面の植生状況を被度と頻度(てよる優占度(cp%)と’常在度によって 

とりまとめてみると表ー 6のようである。各区分域における法面敗は少をいので,出 

说頻度の少ない種類については明確東区分となるものでは左い。

(II)盛土洋面の緇匕询成

盛土法面のっち標高11OO-13OO m域の植物極か組成は表ー 7のようである。切 

土法面Kお、ける導入植物は0Gが優占的であったが,盛土面WK31Fが草大も高 

く切土面にくらべて生育は旺盛で,WLG, CRF, RT, 0Gなどが混生している。 

侵入怨は少なくタケニグサ,ウド,フキなどが点生しているが,すでく堆載土じょう 

に含まれていたものからの発生が多いとみられる。

—84 —

表ー7.風土法面植物<標髙別 !)

苛
辭ー 4 7 1S

1 2 3 3

K 31 F 60 90 〇 〇 70

導 〇・ G 30 + + 60

Wh C + + 20

W L G 4 0

入 C R F 30

R・ T 20

(イダト・り) + +

fa (ヨモギ> +

(ススキ) _+

タケ=グサ + +

侵 ウ ド 10

入 フ キ +

tfi コウゾリナ +

1カリャスモドギ +

標髙が130〇〜15 0Om域の些土遍にみられる波烦組成は義一 8のようである。 

施工年次の早い法面では4 6〜4 7年度に改修追播が行左われているため,法面K Xつ 

て草種の優占状況がかなり差がみられる。全域的にはK 3 1 Fが多いが,RTやチモ 

・ンー(Tim)の多い法面もみられる。4 9年度の実描法面ではヨモギ,ススキ,イク 

ドリなどが用いられているが,法而にみられたのはほとんどヨモギに限られた。度入 

植物は,施工年次の早いあ2 3～2 8区の法面では,スゲ類,ウド,フキなどのほか, 

木本!?!物ではタラノキ,リョウブ,ヤシャブシ,ノリウツギ,クマイチゴ,イシヅチ 

ザサなどが点生的怔みられるていどで,改伽紅と圖連して,潁若左変化蛙みられな 

い。

標K15 〇〇～17 00m域«みられる極滅I成は表ー 9のようである。:6, 4 8年度 

に実播されたRTの旺盛な法面が多くみられるほか,4 5年頃に導入されたとみられ 

るWLGの良好な法面もみとめられ,K31Fの優占的なとこ・ろもある。なお,4 9



表ー8.盛土法面植物(標高別 2 )

孚M次 44 4 5

4 7 4 94 6 4 7

24 2 5A 25B 26 27 28 23 5 6 7

K 31 F 20 ! 〇 100 1 〇 〇 50

導 R . T 1 00 9 〇 + + ! 〇

〇 ・ G + + 4 〇

Wh C + 1 〇 +

入 W L G + +

C R F + 4-

T i m 80 4 〇

(イタドリ ) + + + + + +

種(ヨモギ ) + + 5 〇 30

(スス キ ) + + +

ウ ド + + +

テキリス ゲ + 1 〇

侵ミヤマカンス ゲ +

ツリフネソ ウ +

フ キ +

オオバヨメ ナ +

イ ヌ タ デ +

入クマイチ ゴ +

タ ラ ノ キ +

ョダソミネバ り +

ッタウル シ +

イレヅテザ サ +

ノリウッ ギ +

横ヤシャプ シ +

り ヨ ウ プ +

ウ ル シ 1 +

表ー9盛土法面槌物(標高別3)

1十
4 5 47

4 916 47 48

20 21 22 16 1 7 18A 18B 8 9 10 11 12 13 14 15

導

入

種

R T
W L G 
K 31 F
Wh C
T i m 

〇 G
C R F

+
30

+
50
40

70

+

+
10

60
60

+

30
70

+

10

80

10

40

20

10
+
20

+

10 5 10
70

10

50

+
30

+
30

(ヨモギ)

(イタドリ)

(ススキ) +

10
+ 

+

30 

+

+

+

+

+

+

90 

+

90 

+

70

10 

+

90 40
70

50 

+

60 

+ 

+

60

+

侵

入

租

テキリスゲ 

ア甲ノキリンソウ 

ヤマアザミ 

ヤマハッカ 

ウ ド

フ キ

ウマゴヤシ 

オオパヨメナ 

ジュズスグ 

ジ シ バ リ

タ 二 ソ バ

ミヤマカンスゲ 

ヤマ ハハ コ 

ア カ ザ

キパナハタザオ 

カリャスモドキ 

ヤマシロギク

:〇

+

十

so

+

+

+

+

+
+

+

+

+

+

+
+

+

+ + 

+ 
+ 

+

+

+

+

+

+
+

+

+

+

+

ニシキウツギ 

キツネヤナギ 

オノエヤナギ 

リ ョ ウ ブ

ダケカンパ 

タ ラ ノ キ

+

+ 5

+

+
+

+ +
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年度の実播にi・、ける外来種はT i m,ク頁ーパーに限られている。在来幕種ほ4 8〜

4 9年度比照工したところではヨモギ,ススキ,イタドリが用いられているが,前述 

玲域と同じように,ヨモキの尤生が圾もx <,ついでイタドリもー郞法面で発生:访の 

多いところがみられた。ススキは初期の生育が遅いこともゆるえめか,豳査法而で砲 

谓できた型はきわめて少なかった。役入籾物ではテキりスゲが全域的にみられたが, 

施工の早い法面ではアキノキリンソウ,ヤマアザミの母か,ヤナギ打!,ニシキウツギ 

クラノキ,リヨウブなどがみられる。4 9年度の施工法面では,タ二ソパ,キパナハ 

タザオ,アカザ,ヤマハハコ,ミヤマカンスグなどがみられ,木本ではタラノキなど 

がみられるが,残存した株から発生したものとみられ,る。

以上の盛球面【ておける標髙区分別の法面栖生状況を径占度と就在度によってとり 

まとめてみると表ー1〇のようである。

2)法面方位と錦匕形成

縄疫而の5ち花〕〜18区附近成ではこの地域の山体の南側にあり,花19〜2 8区は 

ほ反尼枳地形ないし山体の北束〜北側紺面にwしている。なお,法面の表土は前者は 

礫ゴじり粘性土であるが,後者はかなりかたいローム質の頓向をしめしている。前,述の 

ようK施工年次別に導入績物の種類に疫化があるので,同一条件K・なける方位の影燧か 

しめされるものとはならないが,侵入損物に注目してのべてみると次のようである。法 

面方位は8方位別に記敝しこれからN伽,S側にとりまとめた。

(I)切土法面の緑化形成

切土方面のN側およびS側方位にむける法面植物の種類組成は表11,12のようで 

ある。導入植物は施工の早いところでは4 6尔度の実播によるとみられるRTが多く 

みられ,その他ではN側でK3】Fが多いが,SW-CHK 31Fは少ない。すた,WLG 

はN側には少ないが,S側では生育の旺盛なところもみとめられる。このほか0Gや49 

年度導入のTimなどは両域にみられる。在来植物のうちヨモギ,ススキは4&〜49蛇 

度に活用されているが,ヨモギは両域でよく生立している。母入植生は一般に点生的で 

発生燈が少ないので,明"差はみられをいが,両方位における樞物について,前述の 

ように優占度と當在度によってしわしてみると表一13のように左る。

これによるとわすかではあるがN側法面ではRT, K 31F, CRFなどがよいよっ 

でS側ではWL Gの生育のよいところがある。在衆植生のヨモギ,イタドリなどはS仙;

— 88-

表盛土法面一(標高別)

®占区分
優 占 匿 常 在 度

為
優 占 度 常 在 嗟

1 2 3 1 2 3 舞
、ー.

1 2 3 1 2 3

K 3 1 F 80 28 11 V IU H ヤマアザミ 〇 I

導 〇 G 23 4 5 V H I キバナハタザオ 〇 • I

W L G 10 10 12 n I 11 侵 アカザ 〇 I

C R F 8 〇 1 n I I ジュズスゲ 〇 I

R T 5 20 14 u in 11 十マノ、ッ カ 〇 I

入 Wh C 5 1 1 N n IU ジ シバ リ 〇 I

T i m 12 7 i in ヤマシロギク 〇 I

(ヨモギ) 10 8 41 1U u N ウマゴ十シ 〇 1

極 (ススキ> 5 〇 〇 m n I 入 キッネヤナギ 〇 〇 3 II I I

(イタドリ) 〇 1 n 11 リ ョ ウ プ 〇 〇 〇 11 I I

ウ ド 3 〇 0 n n i クマイナゴ 5 H I

侵 フ キ 〇 〇 〇 ji i i ウ ル ひ 〇 〇 R 1

カリャスモドキ 〇 〇 H i ッタウルシ 〇 〇 U I

タケニグサ 〇 n ニシキウツギ 〇 〇 U I

コウゾリナ 〇 u ヌ ル デ 〇 H

テキリスゲ 1 6 i m 種 ウ ツ ギ 〇 J1

入 ミヤマカンスグ 〇 〇 i i タラノ キ 〇 〇 H I

オオバヨメナ 〇 〇 i i イシヅチザサ 〇 27 I I

イ ス タ デ 〇 i ノリウツギ 〇 I

ツリフネソウ 〇 i ヨクソミネパリ 〇 I

ペニパラボロギク 〇 i ャシャブシ 〇 I

アキノキリンソウ i オノエヤナギ 〇 r

ヤ マハハ コ i ダケカンパ 〇 I

タ 二 ソ パ 1 j i ビョウヤナギ 〇 [

89



表ー11.切土法面植物
日任次

4 4
程

4 6 47 4 7 48 49

28 27A 27B 2 6 2 5A 2 5B 2 •； 2 1 3 1 5 11 7

R T 80 90 60 90 90 1 00 +
導 C R F 1 〇 1 〇 50

K 31 F + 1 〇 90 30 30

〇 G + + 4 〇 30 20

Wh C + + + + + +
入 P R G 30 1 〇

W L G +
K B G +

T i m 20 ! 〇

( ヨモギ) + + 20 30 80 +

種 ( イタドリ) + + + + + + + + +

( スス キ> + + + + +

テ キリスゲ + + + +

ヤ マアザミ + + + +
侵 夕 カネオトギリ + +

ミ ヤマタ二ソバ +

力 リャスモドキ +

ヤ マ ノ、ノ、 コ +

才 オ パ コ +

ウ ド + +
フ キ +

ジ ユズスゲ + + + +

入 ミ ヤマカンスゲ + + +
匕 カゲスゲ + +
ヤ マトラノオ +
ベ 二バラrf. nギク +

ミ カエリソウ +
コ ウゾリナ +

才 タカラコウ +

ブ タ ク サ +

租 b リアシンヨウマ +

ク ケニグサ + +

十 マハツカ +

—9〇 —

<方位別N閲)

0片個エ絹
次 4 4

秘 4 6 4 7 47 48 4 9
涵、、 花

28 27A 27B 26 2 5A 25B 2 4 2 1 3 15 11 7

ヒキオコ シ +
サヮヒヨド り +
コヌカグ サ +
ジ シ パ

赤オバヨメ

リ

ナ

+
+

タ 二 ソ バ +
キパナハタザ 才 +
ノコンギ ク +
シ!□クハタザ 才 • +
ヒナノウスッ ボ +
イシヅチザ サ + + 1 〇

ノりウッ ギ +
ミ ズ ナ ラ +
タ ラ ノ キ + + +
ヤブウッ ギ + +
シ ロ モ ジ + +

入 ア カ シ デ +
キッネヤナ ギ + + +
クマイチ ゴ + + +
ヒメ ウッ ギ +
タンナサヮフタギ +
ク ロ ズ ル +
ョダンミネパ リ +
ノ イ パ ラ + +
ャ ナ ギ + +
ウ コ ギ 1 〇

種 リ ョ ウッ ブ + +
ョウラクッッ ジ +
3ツクバネウッ ギ +
ミツバッッ ジ +
オニヒョウタンポ ク +
ガクウツ ギ

[

+
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表ー12.切土法面松物

ヾ 

類 宅
4 5 47

4 8 494 6 ,17 48

23 22 21 20 J9 18 17 16 5 4 14 13 12 10 9 8 6

R T 70 60 60 80 20 70 + 4- 4-

導 C R F 10 + 4-

Wh C + + 4- 4- 4- 4- + 4- 4- 4-

K 3： 1 F 4- 60

W L G 70 50 4-

入 〇 G 20 40 30 10 40

K B G 50

Tim 10 30 + 4-

(ス ス キ ) + 4- 4- + 4-

種 (3 モ ギ )
• 10 4- 4- 10 50 70 50 30 30 50

(イタ ドリ ) 4- 20 4- 20 10 10

ジュズ ス ゲ + + 十 +

テキり ス ゲ + 4- 4-

侵 オオパ 3 メ ナ 4- 4- + 4-

イ ヌ 夕 デ 4-

タ 二 ソ パ 4- + 4-

ミヤマク 二ソ バ 4- 4- 4- +
コヌカ グ サ 20 4-

ヒヨド リパ ナ + + +

入 ホ ソ イ + 4- +

ウマゴ ヤ シ 4- 1

キッ') フ ネ 4-

シコクハ クザオ 4-

ヒメガンクビソウ 4-

程 イラI ク サ 4-

ォクカラコ ウ
i • +

ト ラ ノ 才 t1 1
4-

— 92 —

(方位別S側)

類 、、^

45 4 7

48 494 6.47 4 8

23 22 21 20 19 18 17 16 5 4 14 13 12 10 9 8 6

ヤマシロギ ク 4- 4-

ミヤマカンス ゲ + 4- 4- 4- 4-

ヤ マ ハツ 力 4-

アキノキリンソ ウ 4- 4- 4-

侵 7 力 ザ 4-

クカホオトギ り 4- 4-

ヤマヌカ ボ + +

フシグロセンノ ウ +

ギンパイソ ウ +

ニワホコ リ 4-

ナガパイラク サ 4-

ムカゴイラク サ + 4-

テンニンソ ウ +

入 ャ ナ ギ 4- 4-

ニシキウッ ギ 4- +

エ ノ 4- 4-

キッネヤナ ギ 4-

ウ コ ギ 4-

タンナサヮフクギ 4- 4-

イシヅチザ サ 4-

ガクウツ ギ 4-

リ ヨ ウ プ 10

S! ウ ツ ギ +
マ ユ ミ 4-

ブ ナ 4-
ッタウル シ 4-

ツルアジサ イ +
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でやや多いが,明らかな差はみられない。侵入在來抗彩7$ごくわずかづつ生立する屋 

すぎないが,スグ類のほかタカネオトギリ,オオバヨメナ,ミ十マク二ソパ,オタ 

カラコウ左ど力:両域に,木本類ではヤナギ頻,リョウブ,ガクウツギ,イシヅチザサ 

左どが両城に多くみられた。その他のものも多欲種類が表示されたが,調酢而数が 

少ないので,これによって方位環境による区分とすることはで食ない。

(ii)喪土方面の緑イヒ形成

盛土法面のN側お上ぴS側方位における法面檀物の種須組成は義一14,15 0X9 

である。N偏法面の導入植物は初期の夾播紹よるものと追擂によるものか混生!たは 

単生しているが,生育!5は多く,かなりよく適応しているものとみられる。在来植物 

ではイタドリが全域的忙点生し,ヨモギは実飛法面では密に生立してレ、る。侵入植物 

ではウド,フキなどのfまか,木本類ではノリウツギ,クマイチゴ,ニシキウッギ,り 

ョウブ,イシヅチザサ左どがある。

S佛方面の,導入檳物の生育も外来草種,在来草物ともN側法而とあ准リ異なら・ 

い。侵入植物では,施工弟次の早い法面では,テキリスゲがやや多いほかアキノキリ 

ンソウ,ヤマアザミなど,木本類ではリョウブ,ヤナギ類のほかイシヅチザサの生立 

もみられる。両域に科tる切物・てついて,優占後と常在座祀よって注とめてみると表 

一16のようである。盛土面ではK 31F, 0GなどはS側でもよい生育がみられt 

実噺入によるヨモギは西域法面でよく発生している。侵入栖物ではテキリスグ,ウ 

ド,クマイチゴをどが多少めだっところがある。このほか表にみられる常在度の少な 

い侵入種は,これにJ:って方位環境による区分としてみることはできない。

2-1-4導入植物と周辺植生の関係

従来,緑イし!用植物には外来緑化工用草種が多く活用されてきたが,在来植物とは異質 

的なものとしてみられることの多いこれら植物が,自然柩生郡落にわよぼす彩卷について 

懸念されることが少くない。

このため,法而外にむける導入植物の生立状況についてもあわせて調査した。

1)法面周縁

法面網直接霽接した周縁部にむける導入外来網匕エ用植物の調査は,前述(2 —1-2 ) 

した法面周縁横物の調査にお・ける側定コドラートQRねて,法面端からIX1如)©コド 

ラートを導入植物の出現範までとることにした。これKよると,路面上部における法面 

辺縁部では,種子吹付の際に,あきらかに法面外まで飛散したものとみられるところ以

14.耍土法面植物(方位为J N即)

寸 次

<■

44

4 7 48 4946. 47

28 27 26 25 A 25B 2 4 2 1 3 1 5 11 7

K 31 F 10 20 90 60 100

導 Wh C 10 + + + +

R T 90 100

〇 G + + 30 +

入 Tim 80 30 5 40

W L G 100 40
C R F + 30

(イタドリ ) + + + + + + + + +

種 (ヨ モギ ) + + 60 90 3 〇

(スス キ ) + + +

ウ ド + + +
フ キ + +

& テキリス ゲ +
ミヤマカンス ゲ +
ツリフネン ウ +
タケニグ サ +
コウゾリ ナ +
ベ上・バラボロギク • +
ツタウル ・ン +

入 イシヅチザ サ +

ノリ ウッ ギ +

ヨクソミネパ り +

ク ラ ノ キ + +
クマイチ ゴ + ! 〇

ニシキウツ ギ +
キッネヤナ ギ +

種 リ ョ ウ ブ +
ヌ ル デ

1 +
ウ ッ ギ

I
1 + 1
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我ー15.盛土法而植物(方位別 S側>

孚や

類 、«

4 5 47

•18 4 9-16.47 4 8

23 22 21 20 18A 18B 17 】6 5 4 14 13 12 10 9 8 6

導

入

C
 T

 W
 〇

 W
 P

 K 
R
注

L
ビ
 

F
 

C
 
G
 
G
 
T
 
句
 
|

100 
+ 
+

+

70

+
+

J0

10 
+ 
50

30

+

80
10 30

70

+

co
60

+

100
十

+
+

70
20

60
20 +

30

50
10

10
70

+
10

20
40

20
10
+ 10

50
10

40

種
(

(

(

ヨモギ) 

イタドリ) 

ス ス キ)

+

+ +

+
+

30 
+

10 
十 

+

60
+
+

50
+

40 
〜80

70
10
+

90
+

90
+

50

侵

入

テキリスゲ 

オオパヨメナ 

イ ヌ タ デ 

ウ ド 

ジュズスゲ 

ウマゴ・シ 

アキノキリンソウ 

フ キ

ヤマアザミ 

ジ シ パ リ 

カリャスモドキ 

タケニグサ 

ミヤマカンスゲ 

ア カ ザ

ヤマノ、ッカ 
ヤマシロギク 

ヤ マ ノ、ノ、コ 

キパナハタザオ 

タ 二 ソ バ

10 
+ 
+

+
+

50

+

+

•10

+

+

+

+

+

+-

10

+
+

+
+

+

+

+
+

+

+

+ 
+

+

+

+

+

租

キ 

り 

ウ 

ヤ 

才

イ 

夕 

グ 

ク 
ツ

ッネヤナギ 

ョ ウ ブ 

ル シ

シャブシ 

ノエヤナギ 

シキウツギ 

シッチザサ

ラ ノ キ 

ケカンバ 

マイチゴ 

クウルシ

+
+
+
+

+

5 +

+

出)

田

出

+

+
+

+ +
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表ー16,盛土法面(方位^)

類へ'-昼

墮占度 常在度
芹 占区分 優占度 常在度

N S N s N S N S

K 3 1 F 23 29 m ni キ パナハタザオ 〇 I

導 Wh C 1 2 m HI ア カ ザ 〇 I

〇 G 3 1 〇 u ii ジ ユズスゲ 〇 1

T i m 13 4 u H ジ シパ リ 〇 I

入 R T 1 6 1 4 i UI ヤ マ ハ ッ カ -* 〇 I

W L G 1 2 1 1 i 11 イ ヌ タ デ 〇 I

C R F 3 1 i I ヤ マシロギク 〇 I

(イタドリ) 〇 1 N in マゴヤシ 〇 1_

秘 (ヨモギ) 18 30 H N ク マイチゴ 1 〇 I I
(ススキ) 2 〇 U m 夕 ラ ノ キ 〇 〇 I I

ウ ド 〇 1 n i キ ッネギナギ 〇 〇 I I

テキリスグ 〇 6 i in 入 り ョ ウ ブ 〇 〇 I I

侵 ミヤマカンスゲ 〇 〇 I i イ シヅチザサ 〇 〇 I I
フ キ 〇 〇 I i 二 シキウツギ 〇 〇 I I

タケニクサ 〇 〇 I i ツ タウルシ 〇 〇 I I

コウゾリナ 〇 I ヌ ル デ 〇 I
べ二バラボロギク 〇 I ノ リウツギ 〇 I

入 ツリフネソウ 〇 I ウ ッ ギ 〇 I

オオバヨメナ 〇 ヨ クソミネパリ 〇 I

アキノキリンソウ 〇

d
ウ ル ン 〇 I

カリャスモドキ 〇 i 才 ノエヤナギ 〇 I

穗 ヤマハハ 3 〇 i ヤ ンヤブシ 〇 I

タ 二 ソ パ 〇 i ダ ケカンパ 〇 I

ヤマアザミ 〇
•

1 ピ ョウヤナギ

01
I

•9 9 —



外は,法面竭からわずか0.5〜1mていどの範囲に,局部的に点在するていどで,表示 

するせでに至らないものであった。路面下部における法面辺縁部では,下竭部に地床植 

生がないようなところでは,施雨等;でよる流下種子によって,沢筋地形•またはガリ状地 

況に,筋マたは点生的に生立するところがあるが,下端部に十分植生群落か形成されて 

いるところでは,上部法面の場合と同じよう«,導入頂物の分故はほとんどみられなか 

った〇

氷見2千石原入口附近むよび歩道周辺域では駐車場ま面周辺における導入植物また找 

これと類似植物が繁茂するとして問佥とされたところがちる。駐車塌周辺から氷見2千 

石原入口,ならびに歩道域にかけては,比根地形部のなかにお、けるやや鞍部を左すとこ 

ろで,強風が吹き流れやすい環境となるものとあもわれる。氷見2千石原は•■(シソ 

テザサの広がる観光地となっているが石巒山系では林道開技の始められた顷作,これら 

ササの全面開花枯死が起り,ササ植生のあとは地表秋生をかき裸地化し,一部ではかを 

リ侵食現您もみられたようである。裸地表土は黒色土譲で,先制I生の侵入しゃすい環 

境をなすものとみられ,砌しやすい積子の様物は活発に生立したものとみられる。導 

入^物とみられる種類の侵入もあったとされるカ:,現況はササの生立を阻害する種類は 

人為的除去が維続して行なわれ,現存在来植物はスゲ類,アキノキリンソウ左どが多く 

みられ,在来植物の生立回復力嚏行するにつれて,H那Eとされる植物の生立も漸次滅変 

の過程に至るものとみられる。

従来,各地作あ、ける緑化工跡地においても,一殺的な環境では外来縁化工用草が周辺 

在来植生域に,風遂的に侵入拡大することはみられないようである。古くから導入が行 

左われている牧野周辺においても,路傍植物として一部環境で定漪するものや,林縁部 

«:生立するものはあるが,周辺切物群落に能動的に拡大する現象はほとんどみられてい 

ない。•

2)路側植物

前述のように導入植物は周辺の既存在来植物群落への能動的な侵入はほとんどみられ 

ないが,施工法面の路側周辺(路刑部分)には流出,飛散擂子による生立が少く 时。 

路面敷の両側にみられる植物について,優占度,常在度によってみると表ー】7,】8の 

よつである。

導入植物も裸地空間の多い路側部亿はかなりの密度で生立し,K31F, OG, RT 

WLG, KBGをどが在来の路傍檀物と混生する,RT, K3iF, OG, Wh Cを

表ー! 7路娜S物(山側)

K 3 1 F

〇 G

Wh C

W L G

K B G

R T

優占度 常在痩

オタカラコウ 

キ オ ン

アレチノギク 

ススキ樹 

:…： 

ビヨドリパナ 

コメ ススキ

優占度 常在度

1

〇 

〇

3

3 

〇

2

8

5

〇

〇

11

3

1

2

〇

〇

1

N

N

11

U

11

2

N

HI

U

I

N

3

i

i

n

A

1 2

〇

〇

〇

3

1

〇

〇

〇

〇

1 2

I

I

I

3

I

I

I

I

I

ヨ モ ギ

イ タ ド リ

オ オ バ コ

ス ス キ

テキリスゲ 

ベニバナボロギク 

7 キ

タケニグサ 

スズメ ノカタビラ 

ミ ゾ ソ バ

ジュズスゲ 

プ タ ク サ

ミヤマタ二ソパ 

タカネオトギリ 

ヤマアザミ 

ス ゲ S p

ヤマハタザオ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

G

〇

〇

9

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

4

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

111 

m 

11 

U 

H

U 

n 

in 

K 

H

m 

K 

IB 

I 

I 

H 

n

in 

u 

u

i 

i 

a 

i

: 

r 

i 

i

n 

i

i 

i 

i

フジウッギ 

リ ョ ウ ブ 

クマイナゴ 

タニウツギ 

イシヅチザサ 

キッネヤナギ 

ヤマモミジ 

ャシャプシ 

ウ ル シ

タ ラ ノ キ 

ヨタソミネバリ 

ノリウツギ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

6

〇

〇

〇

〇

〇

〇

5

〇

〇

〇

〇

11

1!

ID

11

n 

i

11

i

i

n

i

i

I

I

I

I

I

I
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表ー18.路側植物(谷側>

区分 優占度 當在度

•題 1 2 3 1 2 3

〇 G S 〇 1 11 M I

K 31 F 3 3 〇 m 11 I

K B G 〇 〇 m I

R T 2 2 H JI

Wh C 〇 〇 I n

C R F 〇 I

W L G 〇 I

T i m 1 i

オオパコ 〇 〇 〇 if H

フ キ 〇 Ji

ヨ モ ギ 〇 5 n tt

ヤマアザミ 〇 〇 i I

ミカエリソウ 〇 i

ニワホ nリ 〇 i

キ オ ン 〇 i

7・レチノギク 〇 i

ミヤマクニハ 〇 i

イシヅチザサ 2 u

スス キ鶴 1 I

ス ス キ 〇 I

ジュズスケ 〇 H

イクト・り 〇 I

ス ゲ SP 〇 I

ペニパラボロギク 〇 I

クマイチゴ 〇 〇 K u

夕=ウッギ 〇 I

コアジサイ 〇 I
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図ー3 長九郎林道法面捎査位鼠図



どは標高の高い地域でも上く生立しているが,いづれも路側部ないし接続しな裸地部と 

みられるところQSられ,既存植生洩にはほとんど役入していない。混生在来植物は, 

ヨモギ,ススキ・イクト・り,ジ4ズスゲなどの草本や,フジウツギ,クマイチゴ,ニシ 

キウッギ,ヨグソミネバリなどの先毗林楸植物で,このなかイシヅチザサが全域的網 

みられる。

2-2長九郎林道

2-2-1阀运堆敬況

長九館林适は,伊豆半島の天城山塊南西部山陵域につらなる,良九郎山北側山腹の掠髙 

G 0 0--7 0 0血附近に舟設されている。延丑は約7 Kmで,緑化施工は昭和可4來度から 

現在(4 9年隹)tで!港続して行なわれている〇〕娘は新第三紀安山岩を基岩としている 

が,導入植物の生育に直按彩密Tる法面表土は,全域的に採まじり粘性土である。調査地 

域の法面はほんど切土法面で,傾斜はほ度6 〇度前後,法面方位はE〜N〜NWがほとん 

どで,全域4IほぼN側に屈している。調査地の泣・妥は図ー 3にしめした。伊豆半烏の植由 

は,天城山塊の高地では落剰協格となるが,それ以下は植ね暖沮帯橄物相をしめし,調 

査地の標高6 00~7 0 0 m破れ•ちょうどこれらの推移带域«位竹している。したがってモ 

ミ,ッガの針葉樹のほか,シイ,カシなどの常縁広细やシデ築,ケヤキ,ミズキ左どの 

落染広葉樹が混生しているが,林航辺はスギ,ヒノキの人工造林く幽;つづいている。

2-2-2 調査地周縁楹生

植物分碱要は前述のようであるカ:,項地法面の隣接周縁にみられる種須をみると表一 

19のX 5-Cある。調充区のうちあし6, 7, 8,1〇区は伐跡飽で,その他の区は成 

林地である。成林地ではスギ人工林が多くみられるが,これら林地の間には 一吸温带 

初生のウラジにガシ,スダジイ,アカガシ,シラカンなどのほか,アカシデ,イヌシデ, 

モミなどの混生林分もみられ,下床にはヒサカキ,ッパキ,シキミ,ヤブニクケイなどが 

ある。伐跡地ではエゴノ年,ニワトコ,ゴンズイなどの先.帰的2次植生が現われている。

2-2-3法面植生

御査林道の5ち,施工の早い実i諳去面は約c年を経迴し,ているが,全域的に立地的条件 

はほぼ强I似したところである。法面植生について利!氣組成をしめすと我ー 2 0のようであ 

る。施工の早い法面で壮WLGが多いが,WLGは法面火災の予防などから4 7年度以降 

は使用をさけている。法面土層がうすいところでは衰退の傾向をしめすところがあり,都 

分的な滑落もみられるが,全域的絹はか左リ良好な緑被形成が保たれている。

0 4

侵入桃生ではススキ,ヨモギ,ヒメジョンなどか点生的で,初期的な選移段階6てすぎな 

いカ［,痢エの早い法面で！!ニシキウッギ,モミジイチゴ,コアジサイ,リョウブ,オオパ 

ヤシャプシなども生立し,安定的に推以していることが»かがわれる。なお,法面植生状 

況を濒j隣接林況との网連でみると,我ー2】のようである。施工年次の早い法面,上投 

部に成林した林地が生立するところでは,木本類の侵入発生の早いところが多い。

2-2-!席入植物と周辺植生の関係

法面周縁はち、ける導入城物の状況について演,法面局辺植物の洲査と併せて行なった。

その結璃 この地域の林道においても,吹付施工の際に法面外に故逸し7セとみられるとこ 

ろが一部にあるほか法面の侧瑟からほほQ 5 ～1.° mの範囲に多少みられるて’八どで 

晩存の在来横生に!:るね技内まで,能動的に後入すろ状况はうかが,电なかっな。この林由 

では-> 盛土法面が少なかったので,下方板にむける法面局緑の状況はあまりみられな 

かったが, 一法面下洗に裸地邵が続いたとむもわれるところや,沢地形部の筋状镣地 

部分に,多少生立力められるほかは,耽存の枢生^に対する能勤的な慢入はほとんどみら 

れなかった。

道路救の両側鄒(E沛・部)ではWLG, K3 1F, WbCなどが,ススキ,ヨモギその 

他の路側風物と混生して生立するが,谷う潞側でも下方斜面の既存植生破まで拡大する状 

況はみら:rlない。溶借都に平地部分があるところでは,スス・,ヨモギその他路涝 — 

先螂！枇物のなかに混生するところがあるが,そのほかではめだつ”生立状況はみ・ られな 

かった〇

、まとめ

林道蹄設の進展(てともない,走行の安全,景観保全,自然供菠等に側連して,法面の適確た緑 

化搶エは緊耍な鼬と五っている。このため,法面縁化工が経罪的に行なわれている。瓶カ蘇林 

道(高知當林署皆内),長九郎林道(河發林署管内)について,法面立地条件と緑化形成,施 

工法而周辺wむける導入植物の状況等忙ついて調査した。

1.法面緣化形成
石鎚山系における面河スカイラインにつらなる瓶力林道は,琮髙11〇 〇〜1700 m域に開設 

され,枇物分布帯からは温帯の全诚にわたっている。すなわち下祁｝地温带上部域から続くモ 

ミ,ッガの混生するブナ皱から,上師は亜尚山帯Iて接したブナ帯上都域まで及んでいる。導入 

植物の線化形成に聞する法面我土は,座錐状堆做而の切り取りとみられる錄まじり粘性土
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状のところと,黄制色のやや硬いローム状粘性土がみられる。このほか破沛された矽岩,粘板 

お類の切取流れ建が統く部分もみられる。您密ローふや岩卷(流れ盤)薄泛土じょう法面では 

强雨や徳上左どの影琴によって,緑化澎成の不揃いや衰退の早い法面も生じ,昭和』6年度以 

降は不成的部分の改良実插が行なわれている。しかし,好土法而は上部からの崩琅流出左どの 

影勢がなければ,一殺に緑化形成か良好である。

導入緑化工用草の粮尚別状況をみると,搠高の中域以下ではK3 1F, OG, CRFなどが 

よく生育している。標高の髙いところでは,RTの生育のよいところがめだっている。また, 

切土法面にくらべて疼土法而の緑化形成は良好で安定している。在来草種は昭:?。 4 7〜4 9年 

度【て渐次使用カ:お伽しているが,このうちではヨモギの発生力厚く,イクドり発生はやや不均 

質町みられ,ススキは初地生育力應いこともあり,生膏はごくわずかであった。これら在来導 

入草種の現況は,土じょう条件や拖工期などにもよるとあ、もわれるが,施工後の切期あるいは 

冬期«ち、ける法面保全撇巨については,かなり懸念されるところがみられる。一般田従来のは 

化工用草瑜てくらべて,法面被度機能は遅効的となるので,導入方法や追肥等の管理«は一唇 

の配慮が必受になる。法面にえ、ける侵入植物は全域を通じて,草木類ではススキ,ヨモギが洛 

灣的で,スグ類,ウド,フ申なども各域にるれる。このほかにも多故種みられるが点生的であ 

る。木本類では周辺部から侵入がみられるイシヅチザサなどの纹か,ギナギ類,リヨウフ;ヌ 

ルデ,タラノキ,シロモジ,クマイチゴ,ニシキウツギなどがある。

次に,長九郎林道は伊豆天城山系の西南山塊の北側山繰をぬって,標高約6 0 〇〜7 0 0 m附 

近に開設されている。掩物分布帯からは暧径带上部から冷温帯域に移行する中间推移帝域に屈 

し,法面表土は読まじり粘性土で法面傾斜は6 〇〜7 〇度(切土法面)である。施工は昭和44 

如〜4 9年度まで継続し.緑化は秘子吹付工によっている。

遠入植物は 暧温带低山地であるが,CRF力;全域的に多く,K 31F, WL G, Wh Cな 

どが混用されている。侵入植物はヨモギ,ススキ,ヒメジ〇ンなど力哆く,栖物遷移はすだご 

く初由的なビメジsオン期からヨモギないしスス期への移行がうかがわれるていどである。木 

本類は施工年次の早い法面では,ニシキウッギ,モミジイチゴ,リョウブ,オオパヤシャブシ 

などの生立力早い。

2.緑化工用楓物

従来,緑化エ用他物には外来緑化工用草が多く活用されてきた。これらは初期生長が早く, 

被授鮑効果がとく«すぐれているものである。一方,導入後の植被は特定草種による緑化形 

成«かたより,在来自然•植物の侵入が因害され,法面ゆMナる根生遷移がよく制されるとして 

間冬となる。性た酒通では衰退が早く,特定的な草秘による綠核形成では裸地化の危険もあり 

追肥その他の手四が多いともいわれる。しかし,これはすべて樹草の特性に帰せられるもので 

はなく,在来械物も含めて,面一的な角I]:此かたよることや,施工後の管理にも明して 

考え左ければならないことが少くない。近年,在来粗物の活用気遅力たかまり,漑カ森林 

道法而でも昭和｛8 — 4 9击度には,在来植钩としてはもっとも將避的に活用されてきたヨモ 

ギ,イタドリ,’ススキなどが導入されている。このほか活用候補植物に関する提笞も少くなく 

石期スカイライン矿S、ける法而については,本洲査域の標高に近い!〇〇〇～15〇〇 m附近の適 

血物として,ススキ,イタドリ,スゲ類,イチゴ類,イシヅチザサ,クロズル,ヤマヤナギ, 

ヤシマブシ,ダケカンパ,リヨウブ,ブナなどをしめしたものが衣る。

法面の綠化隘には,一fc5%崗エ後における早期線化快他而的球化被谨,冬期の扱浅傑持 

などが耍点となるものであろが,これらの点からはイネ耕などの萩生状革横で,生育停止朋も 

茎葉による地表祓扱のえら｝Iるものがすぐれている。在来車のヨモギ,イタドリ,キク科等の 

ものも生育が早いが,息斜地におけ冬期枯死明問の拔覆俄能は低下する。Iた土じ"条件の 

よいところでは,大型広葉草揮の密生は他の植物の生育,侵入をよく制する作用がつよい。な 

お,根系Iてxる±«の察縛力では木木植物がすぐれており,冬期の凍上その他の外力について 

も小型木本H(物の生立は湫的である。

本調査における第2, 6,1〇表などにみられるものの左かカ、 ら,緑化として適性 

がたかいとおもわれるものには次のようなものがある。まず,組子が比較的えられやすく,実 

播匸忆活用しうるもの&ては,一般的なススキ,ヨモギ・イタドリなどのほか,アキノキリン 

ソウ,ヒヨドリバナなどの草本類や,ウツギ,ノリウツギ,ニシキウッギ,フジウツギ,リョ 

ゥ‘プ,ヤシャブシ,ダケカンパなどがある。このほか全域的にみられるテキリスゲをはじめと 

するスゲ類があるが,種子の多嫌確保は困難とみられるため,株わけなどと併せて,票所,局 

所の適用にかぎられるとむもわれる。

,また,瓒子によるほかさし木 埋幹(埋根)など人力的な導入によれるものでは,ウツギ, 

ニシキウッギ・クマイチゴ,ナガバモミヂイチゴ,ガクウッギ,ツルアジサイ,フジウッギ, 

ツツジ福 シ二モジ,イシヅチザサ,ヤナギ類,リョウブあどが曲る。なお,路面下部の盛土 

法面などでは高木類の生立による安定法面への移行が期待されるが,ヤシャプシ・リョウブ, 

ョグソミネ’パリ,•ダケカンパ,シデ類,カエデ類などは,過密な緑化被段カ:形成されないよう 

に管理がえられれば侵入が促進される。

長九郎林道は,植物分布带からは冷温帯下部と蛔上部の推移帯域におって,植物陳の変



化は多様である。これらのうち絃化施工に若げる諸個の耍因を考慮し,活用性がたかいとむも 

われるものは次のようであるパ玉子がえられやすく実帰エ忙活用しうるものでは,やはりスス 

キ,ヨモギ迎などであるが,施工面技力確定的な合は,チガヤ,トダシパ,スグ#などの草 

本類がある。樹高の低い木本類でけ,メドハギ,ヤマハギ,ニシキウツギ,コアカソ,リヨウ 

プ,ウツギ左どがある。啓面下部の法而では為木!:；!のオオパヤシャブシ,アカマツ,クロマツ 

その他有用樹種も考慮される。まえ,さし木,埋齡などで導入できる場合ニシキウッギ, 

ウツギ,,ノリウツギ,イチゴ潁,コアヂサイ,キブシ,コアカソ,ッツジ類などがある。

3.導入植物と周辺植生の関係

開設法面における植生による保所安定には,表土保全俄能のたかい植物による早期紬匕祓• 

とその後における恒読的緑化形成が履調に推移することである。従来の緑化工用描物が,早制 

線化核覆にすぐれた燧能をもっことは,本润近地域にかいてもよく理解しうる$のである。左 

お,従来の導入植物は在来粗物K くらべてー股虻衰退力叩 < 現われる頓向がみられるとされな 

がら,初期の生育が早いことから,他方ではこれらが周辺自然植生城におよ度す畛冒が懸念さ 

れ,また,购澎成からも異项的なものとして指摘される匕とがある。このため,唯法面の 

上,下周縁や路価槌生などについて,胡入村陳の生立状況を調査した。道路㈱没が植物 

生態系におよぼす影登等については,若干の板吿がみられ,法而周辺域にお、ける根物摘成の変 

化もうかがうことができるカ:,ここでは導入m生の周辺或における分布状況について,限られ 

た地域であるがその現況を調らベてみた。

すでに前述(2—1-4 )のように,瓶カ探林道,長九郎林道でも一殺の環境植生域では, 

施工時Jておける故布材料の散逸によるところのほかは,法而周联部網生立繁茂するところはみ 

られ左かっな。路面下方法面でも,拖工面の下方他探地部が続いたとみられるところや,沢地 

形ほおけるガリ状部分Iて,強雨などによる・卩的な流出があったと芥もわれる部分以外は,と 

く作測定できるほどの発生,生立はみられ左かった。これらの现况から此 今後&既存の植生 

域へ,能娜,駆遂的に伝入拡大する現象はほとんどみられないものとおもわれる。瓶カ森林 

道地区で格 氷見2千石原におけるイシヅチザサ植生の開花枯死による裸地弓 導入植生また 

は類似植生類の侵入進茂があり,ササ植生の復旧力迎］害されるとして注目されたところがある。 

調査時えあ、ける殺察で姓,前述のように,この地域にあ、ける地況およぴそれにもとづく気象条 

件などにより,強い風の通りやすい砌形成となることもうかがわれた。唆た,ササ枯死にょ 

って裸出した黒色土じょうけ,飛来垣子の発芽,生立に好適な条件をなすものとみられ,これ 

ら諸姿因によって,飛来した積子K1M 物の活発な生育をみたものと好もわれろ。現況はサ 

サの生立阻害が懸念される植物の抜せとりと,人為的なササ株の導入が併せて行なわれたとさ 

れるため,ササ和生の回復も促進され,導入植物または類似植物の生立は波少し,点生的ない 

し小班状をしめすていどである。これらは,在来徳生の回側てしたがって漸次衰退するものと 

みられる。 ,

4•保就理 :

瓶カ森林道では,施工の早い法而について此 その後緑イ微修のための実瘙が行たわれてい 

る,やや硬いローム質の切土法では,表面に残祯する土じ:うが不安定で,崩落裸地を生ずる 

ことが少くない。また,,后】8区以下の最近施工の法面では,在来植物のヨモギ,イタドリ, 

ススキなどの吹何灾疝が行なわれているが,これらの柚物も土じょうの少ない切土法面では生 

育が若るしく劣り,冬期間の茂覆板能の低下から,緑化不成績に至ることが懸念され,当劉て 

会いても迫肥などの保育管理がのぞましいとお、もわれろ。植物の生育基盤が薄闷土じょうとな 

る切±i城と・,録〇外来舗師3破らず,澜しエ用m批みg在剰g 如為ゆや聞 

返期に必要な肥培手入律することは変らない。すなわち,植生工によって,法面の恒久的な 

緑化形成を図るには,法面緑被群落が安定的な推移紀向う基/が整うまで,施工後の追紀,追 

插その他の保育手段を続けることが必要である。対象地に緑化形成カ濯められる以上立地環 

境に応じて,一次・施工に限らず,縁被按蛇力也枕,安定してえられるまで,適時に管理手法を 

構ずるのが,法面植生保護工の成果を全うする性でのバターンであると考えられる。

今後に残された問題点

この调衣では,まだごく一部地域の林迅法面なおける実態把剑て限られた。さらに広い地域に 

わたる立炮条件,施工条件が分螃による法面緑被形成状懸や導入植物と周辺植生の関係等につい 

て調査を進める必妥かある。それ(亡よって諸要因による類型別法面の改善対策を明らかにするこ 

とが望まれる。な扒 気条・地質,その他地況がとくに劣悪な立基卷条件の法面については 

試展工作xる検对も聚妥左課題である。
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